檄
市民の手で政治を変えよう！
　全国注視の中、本日、衆議院北海道第５区補欠選挙の告示を迎えた。
　今次選挙の意義は、言うまでもなく「立憲主義」と「民主主義」を守る闘いである。
　昨年の安全保障関連法案の強行採決により、わが国が貫いてきた平和主義が危機的状況に立たされているのに加え、安倍政権は、憲法改正により完全にこ
れまでの平和主義や民主主義を無いものにしようとしているが、これは、安倍政権が数の力にものをいわせ、戦後築いてきた立憲主義・民主主義・平和主義を壊すこと、すなわち日本を破壊することである。
　また、経済の回復と叫んでいるアベノミクスが破綻していることは周知の事実であり、今後さらなる福祉の切り捨ても懸念され、多くの国民は、現在の社会に不満を抱き、将来に不安を抱えている。
　わが国の将来を憂うならば、早急に安倍政権の暴走を止めなければならない。そのためにも、この５区補選において連合北海道が推薦する「池田まき」候補の勝利が絶対的に必要であり、「池田まき」の勝利が、本当の安心・安全な社会をつくるのである。
　しかし、選挙情勢は、これまでの組合員はじめ多くの市民の頑張りによって横一線、肩を並べるところまでいったが、最後の勝利の行方は告示以降の取り組みにかかっていると言わざるを得ない。それは、相手陣営を上回る運動をどれだけできるかにかかっている。
　全ての組合員は、今次選挙の結果がわが国の将来を決定づけるものであることを今一度認識し、選挙戦の残りの期間、「池田まき」勝利に向けて最後まで手を緩めることなく、全力で戦い抜くことを求める。
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